
◆ 市民税・県民税申告書の書き方 基礎編 ◆ 

市民税・県民税申告書の記入方法 

【 必須記入事項 】 

１．申告の年度 

  申告が必要な年度の数字を記入してください。 

申告はその前年の１月１日から１２月３１日までの収入等の状況を記入してください。 

（例：令和３年度分であれば令和２年１月１日から令和２年１２月３１日までの収入等の状況） 

２．現住所 

  申告をする現在、住民票がある住所を記入してください。 

３．１月１日現在の住所 

  申告をする年度の１月１日現在、住民票がある住所を記入してください。 

（例：令和３年度分であれば令和３年１月１日現在、住民票がある住所） 

（２．の現住所と同じ場合は「同上」と記入してください。） 

４．氏名 

  申告をする現在の氏名を記入してください。フリガナは必ず記入してください。 

 氏名について、申告をする現在と１月１日現在とが違う場合には、１月１日現在の氏名も併記してくだ

さい。 

５．性別 

  「男」または「女」と記入してください。 

６．生年月日 

  同姓同名の方がおられることもありますので、ご本人確認のためにも必ず記入してください。 

７．印鑑 

  シャチハタ以外の印鑑の押印をお願いします。（認印可） 

８．電話番号 

  申告内容について確認させていただくことがありますので必ず記入してください。 

（昼間ご連絡のつく電話番号を記入してください。）（携帯電話でも可。） 

９．提出年月日 

  提出された年月日を記入してください。 

１０．個人番号（平成２９年度分以降について記入してください。） 

  １２桁の個人番号を記入してください。（個人番号と本人を確認できる書類のコピーを添付要。） 

  個人番号カードがある人→個人番号カードのみ 

  個人番号カードがない人→個人番号通知カード１点または個人番号の表示のある住民票の写しと本人

を確認できる書類１点（運転免許証、障害者手帳、パスポート、健康保険証など。） 

  申告する人本人および扶養親族の人とともに必要です。 

【 任意記入事項 】 

１．世帯主の氏名 

２．続柄 

世帯主からみたあなたとの関係を記入してください。 

（例：世帯主が父なら、申告される方は「子」と記入することとなります。） 

３．業種又は職業 

（例：農業、営業、不動産業、パート、アルバイト、会社員、公務員、主婦、無職など。） 

【 記入不要事項 】 

１． 世帯番号 ２．宛名番号 ３．指定番号 ４．申告区分は、記入不要です。 


